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【要旨】 

【背景】内視鏡的逆行性胆道膵管造影（ERCP）を用いた診断、治療は消化器内

視鏡検査の中で偶発症のリスクの高い手技である。心疾患や腎疾患などの併

存疾患は偶発症のリスクを上昇させることが知られ、維持透析患者はリスク

が高いことが予想される。【目的】本研究では維持透析患者における ERCP の

偶発症発症とリスク因子について検討した。【対象と方法】2006 年 1 月から

2014 年 5 月までの 8 年間に当院で ERCP を施行した透析患者 56 人に対して施

行した 83 件の ERCP の偶発症発症率とリスク要因について、ERCP を施行した

非透析患者と比較検討した。【結果】透析患者の偶発症発生率は発症 19.3%で、

非透析患者と比較して有意に高く、急性膵炎が 8 件、消化管出血 4 件、誤嚥

性肺炎 2 件であった。急性膵炎に関して有意差はないが、内視鏡的乳頭切開

術（EST）による消化管出血は透析患者で有意に高率であった。透析患者にお

ける偶発症のリスク因子として、抗凝固薬、抗血小板薬、心疾患、糖尿病合

併、透析期間の各項目について検討し、ESTにおける消化管出血に関して心疾

患合併で有意に高率であった。透析期間は、急性膵炎と消化管出血の発症に

有意な関係を認めなかった。【結語】透析患者では、ERCP関連の偶発症発症リ

スクは高く、施行に際しては十分な注意と対応が必要である。 


